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点に導入した， 3位と 4位の立体が異なる 2種類のタミフルーリレンザノ、ィブリ
ッド型化合物 X，Y の合成を検討した (Figure1)。
当研究室では，独自に開発したトアミノアルコール有機分子触媒 A を 1，2ージ
ヒドロピリジン誘導体 B とジエノフィル類 C との不斉 Diels-Alder(DA)反応
に適用することにより，様々な生物活性化合物の有用な合成中間体である光学活
性イソキヌクリジン誘導体 D を高光学収率で得ることに成功している (Scheme
1)， 1) 目的とするハイブリッド型化合物 X，Y の合成は，上記有機分子触媒的不斉
DA反応を鍵反応として行われた。
。ーアミノアルコーノレ有機分子触媒 A を用いる N-Cbz-I，2ジヒドロピリジン 1とアクロレイン 2との不斉 DA反応により，
光学活性イソキヌクリジン誘導体 3を 96%eeの優れた光学収率で合成し，その後数工程を経てアミド型イソキヌクリジン誘
導体 4へと誘導した。次に，得られた 4の NaOEtを用いる環開裂反応を行ったところ，立体的に異なる 2種類のハイブリツ
ド型化合物 X，Y へ誘導可能な，シクロヘキセン誘導体 5および 6を高収率で得ることができた。さらに，得られた 5および
6を鍵中間体とするハイブリッド型化合物 X，Y への誘導を検討した (Scheme2)ロ
本発表では，鍵反応としてアミノアノレコール有機分子触媒 A を用
いる 1と 2との不斉 DA反応により得られるイソキヌクリジン誘
導体 3を経由するシクロへキセン誘導体 5，6への変換経路の詳細，
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Tamiflu is a potent inhibitory neuraminidasc that is uscd worldwide as a drug for influcnza. Howevcr， most recently， a microbe rcsistant 
to Tamiflu was confirmed. Therefore， the developmcnt of an effcctive new anti-influenza molcculcs is needed as soon as possible. In this 
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